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　 市 の 人 口 と 世 帯　　80,618 人 ( 前 月 比 ▲ 24) 男 40,049 人　 女 40,569 人　29,200 世 帯 7 月 1 日 現 在

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

● 消防団に参加しよう
　 男・女消防団員を募集中　　　　　　　　　　　P7

● 新たに一棟の建造物が国の登録文化財に　　　 P24

● バス専用道８月末開通                                           P2

● 石岡市職員採用試験　　　　　　　　　　　　　P4

● ８月１日～ 児童扶養手当
　 父子家庭にも支給されます　　　　　　　　　　P5

　明王山 不動院は、真言宗の寺院
です。本尊は不動明王で、阿弥陀如
来坐

ざ

像とともに市の有形文化財に指
定されています。
　また、真言密教法具の一つである
宝
ほうとうれい

塔鈴も、県指定有形文化財になっ
ています。

不 動 院

（若宮二）



全国初！

バス専
用道まも

なく
運行
開始

　

鹿
島
鉄
道
が
廃
線
と
な
っ
た
後
、
沿
線
に
住
む
人
た
ち
か
ら
の
要
望
に

よ
り
、
鹿
島
鉄
道
代
替
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
道

６
号
や
国
道
３
５
５
号
の
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
た
め
、
正
確
な
到
着
時

間
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
鹿
島
鉄
道
の
廃
線
敷
き
を
バ
ス
の

専
用
道
路
と
し
て
整
備
し
、
渋
滞
の
影
響
を
受
け
な
い
バ
ス
を
運
行
す
る

「
地
方
型
Ｂ
Ｒ
Ｔ
」（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
を
、
８
月
末
か
ら
全
国

初
の
取
り
組
み
と
し
て
開
始
し
ま
す
。
通
勤
や
通
学
、
買
い
物
な
ど
に
皆

さ
ん
の
足
と
し
て
、
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
運
行
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報
い
し
お
か
８
月
15
日
号
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　

石
岡
・
小
美
玉
の
両
市
で
は
、
バ

ス
専
用
道
路
の
開
通
を
記
念
し
、
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
開
通
記
念
ウ
�
�
キ
ン
グ
大
会

　

バ
ス
専
用
道
路
を
利
用
し
た
約
３

㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
、第
１
・

第
２
会
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
石
岡
運
動

公
園
を
目
指
し
ま
す
。
歩
い
て
通
れ

る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
集
合
場

所
は
次
の
２
会
場
で
、
ど
ち
ら
の
会

場
か
ら
も
参
加
で
き
ま
す
。

・
第
１
会
場　

石
岡
一
高
下
（
バ
ス

専
用
道
入
口
）

・
第
２
会
場　

小
美
玉
市
玉
里
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
小
美
玉
市
栗
又

四
ケ
２
４
０
６
─４
）

※
第
１
会
場
に
は

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で

お
出
で
の
人
は
石
岡
市
役
所 

駐
車

場
ま
た
は
市
営
駅
東
駐
車
場（
有
料
）

を
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
22
日
（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
〜
10
時

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
受
け
付
け
は
、

午
前
８
時
30
分
ま
で
で
す
。
ま
た
、

当
日
は
小
雨
決
行
で
す
。

対
象
者　

小
学
生
以
上
の
人

※
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

参
加
費　

無
料

＊
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
修
了
後
は
、
石
岡

運
動
公
園
か
ら
各
会
場
ま
で
、
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

公設民営方式ＢＲＴ

８月
末開
通

●通勤・通学に便利

●朝のピーク時には、
　　　10分間隔で運行 !! 

●専用道だから渋滞なし

●携帯端末などを使い、
バス位置が確認可能に！

開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

一般道

石
岡
駅

小
川
駅

玉
里
工
業
団
地
東
口

新
高
浜
駅

玉
里
工
業
団
地
西
口

玉
里
駅

石
岡
玉
里

東
田
中
駅

南
台
三
丁
目

大
谷
津
南

石
岡
南
台
駅

南
台
一
丁
目

兵
崎
南

石
岡
一
高
下

田
木
谷

玉
里
辻

玉
里
北
小
学
校
前

四
箇
村
駅

新
木
ノ
内

茨
城
空
港

鉾
田
駅

国道355号バス専用道
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●石岡駅・石岡一高下●兵崎南・南台一丁目●石岡南台駅

●大谷津南・南台三丁目●東田中駅・石岡玉里

●バス専用道位置図

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
７
）

南
台
三
丁
目

東
田
中
駅

石
岡
玉
里

玉
里
駅

新
高
浜
駅

玉
里
工
業
団
地
西
口

玉
里
工
業
団
地
東
口

新
木
ノ
内

四
箇
村
駅

玉
里
北
小
学
校
前

玉
里
辻 田

木
谷

小
川
駅

大
谷
津
南

石
岡
南
台
駅

南
台
一
丁
目

兵
崎
南

石
岡
駅石
岡
一
高
下

ＪＲ石岡駅 石岡市役所

石岡中学校

東小学校

石岡商業高等学校

玉里海洋センター

玉里北小学校

石岡市

小美玉市

茨城空港方面

小川小学校

小川南中学校

玉里小学校

玉里中学校 小美玉市役所
玉里支所

高浜小学校

城南
中学校

ＪＲ高浜駅

石岡第一高校

石岡運動公園

玉造駅方面

●市内の各バス停留所

石岡一高下

兵崎南

石岡駅

大谷津南

石岡南台駅

南台一丁目

南台三丁目

東田中駅

石岡玉里

南小学校

６

355
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第 1次試験

項

　目

方

　法

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　容

全
職
種

教
養

試
験

択
一
式

１
２
０
分

筆
記
試
験
と
し
、
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識
・
知
能
な
ど
に
つ
い
て
高

校
で
履
修
し
た
程
度
の
問
題
を
出
題
し
ま
す
。

作
文

試
験

課
題

80
分

文
章
に
よ
る
表
現
力
、
課
題
に
対
す
る
理
解
力
な
ど
の
記
述
試
験
を
行
い
ま
す
。

（
参
考
：
平
成
21
年
度
実
施
課
題
「
社
会
人
と
し
て
大
切
に
し
た
い
こ
と
」）

保
育
士

専
門

試
験

択
一
式

90
分

筆
記
試
験
と
し
、
社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、
発
達
心
理
、
保
育
原
理
・
保
育
内

容
お
よ
び
保
健
衛
生
に
関
す
る
問
題
を
出
題
し
ま
す
。

土
木
系

技
術
職

択
一
式

１
２
０
分

筆
記
試
験
と
し
、
数
学
・
物
理
、
応
用
力
学
、
水
理
学
、
土
質
工
学
、
測
量
、
土

木
計
画
（
都
市
計
画
を
含
む
）
お
よ
び
土
木
施
工
に
関
す
る
問
題
を
出
題
し
ま
す
。

※
全
職
種
に
つ
い
て
、
集
団
面
接
を
行
い
ま
す
。（
一
般
事
務
職
お
よ
び
消
防
職
は
、
教
養
試
験
、
作
文
試
験
の

　

終
了
後
、
保
育
士
お
よ
び
土
木
系
技
術
職
は
教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
専
門
試
験
終
了
後
）

※
消
防
職
は
、
体
力
試
験
も
実
施
し
ま
す
。

第
２
次
試
験　

11
月
上
旬
以
降　
　

口
述
試
験
・
適
応
性
検
査
・
パ
ソ
コ
ン
操
作
試
験
・
身
体
検
査

職  

種

定採
人用
員予

受

　
　
　
　験

　
　
　
　資

　
　
　
　格

　一般事務職

一般

あわせて
12名程度

昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
同

程
度
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人
。

身体障害者対象

昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
同

程
度
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人
。

自
力
に
よ
り
通
勤
で
き
、
か
つ
、
介
護
者
な
し
に
事
務
職
と
し
て
の
職
務
の
遂
行
が
可
能
で
次

の
要
件
を
満
た
す
人
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
。

②
通
常
の
勤
務
時
間
（
原
則
と
し
て
週
38
時
間
45
分
、
１
日
７
時
間
45
分
）
に
対
応
で
き
る
人
。

③
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
人
。

保
育
士

２名
程度

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
平

成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
。

土
木
系

技
術
職

２名
程度

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
で
、
土

木
技
術
の
専
門
科
目
を
履
修
し
た
人
。

消
防
職

　５名程度

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
同

程
度
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人
。

※
火
災
や
救
急
現
場
で
の
活
動
に
従
事
す
る
た
め
、
受
験
資
格
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
お
む

ね
以
下
の
項
目
に
該
当
す
る
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

消
火
や
人
命
救
助
な
ど
の
災
害
活
動
に
必
要
な
体
力
を
有
す
る
人
で
、視
力（
矯
正
視
力
を
含
む
）

が
両
眼
で
０
・
７
以
上
、
か
つ
、
一
眼
で
そ
れ
ぞ
れ
０
・
３
以
上
で
あ
り
赤
色
、
青
色
お
よ
び
黄

色
の
色
彩
の
識
別
が
で
き
、
聴
力
は
左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と
。

●
申
込
用
紙
な
ど
の
請
求

・
郵
便
に
よ
る
請
求

　
　

封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱

　

書
き
し
、
大
き
さ
に
見
合
う
切
手
を
貼
っ
た
、
返
送

　

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
出
力
す
る
場
合
は
、
Ａ
４

　

版
縦
、
白
地
の
紙
（
感
熱
紙
は
不
可
）
に
黒
色
で
縮

　

小
・
拡
大
を
行
わ
ず
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

　
　

申
込
用
紙
に
所
要
事
項
を
記
入
し
、
市
役
所
総
務

　

課
に
持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

郵
便
で
の
申
し
込
み
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申

　

込
」
と
朱
書
き
し
、
確
実
な
簡
易
書
留
な
ど
で
送
付

　

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返

　

送
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
受
験
票
送
付
用
）
を
同

　

封
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間 

月
〜
金（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　

８
月
３
日
（
火
）
〜
20
日
（
金
）
必
着

●
添
付
書
類

　

①
履
歴
書
兼
身
上
書
・
自
己
推
薦
書

　

②
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書
（
最
終

　
　

学
歴
の
も
の
）

　

③
身
体
障
害
者
対
象
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

　
　

写
し

●
申
込
用
紙
請
求
・
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
３
１
５‒

８
６
４
０

　

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

　

石
岡
市
役
所 

総
務
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線 

２
５
２
）

　
　

 http://w
w
w.city.ishioka.lg.jp/

受
験
手
続

HP

※受験資格に該当する人であっても、次のいずれかに該当する人は受験できません。
❶日本国籍を有しない人
❷成年被後見人または被保佐人 ( 準禁治産者を含む )
❸禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執
　行を受けることがなくなるまでの人

❹本市職員として懲戒免職の処分を受け当該処分の日から２年を経
　過していない人
❺日本国憲法、またはその下に成立した政府を暴力で破壊すること
　を主張する政党その他の団体を結成し、またはこれに加入してい
　る場合

第１次試験 ９月 19日日 会場 八郷総合支所
受験受付期間　8 月 3日火～ 20 日金石岡市職員採用試験



　

本
年
８
月
１
日
か
ら
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
る
児
童
の
父
に
も
、
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は
母
と
生
計

を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
が
い
る
家
庭
の
生
活
安
定
と
自
立
を
助
け
、

児
童
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
て
い
る

②
母
が
死
亡
し
て
い
る

③
母
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

⑤
そ
の
他

・
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄
し

て
い
る

・
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産

し
て
い
る　
　
　
　
　
　
　

な
ど

児
童
扶
養
手
当
の

　
　
支
給
対
象
と
な
る
児
童

３ 

人
２ 

人
１ 

人

対
象
児
童
数

４
万
９
７
２
０
円

４
万
６
７
２
０
円

４
万
１
７
２
０
円

月
額
支
給
額

手
当
の
支
給
額

【
全
額
支
給
の
場
合
】

※
３
人
目
以
降
は
３
０
０
０
円
ず
つ

加
算
さ
れ
ま
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と

き②
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金

を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

③
遺
族
補
償
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
き

④
母
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
の
加

算
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き

⑤
児
童
福
祉
法
上
の
里
親
に
委
託
さ

れ
て
い
る
と
き

⑥
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
と

き
（
母
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
場
合
を
除
く
）

⑦
父
の
配
偶
者
（
事
実
上
婚
姻
関
係

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
場
合
も
含

む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
と
き

⑧
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る

な
ど

所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

手
当
を
請
求
す
る
人
や
そ
の
同
居

の
扶
養
義
務
者
（
祖
父
母
・
父
母
・

兄
弟
な
ど
）
の
所
得
が
政
令
で
定
め

た
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
手
当
の

全
額
ま
た
は
一
部
の
支
給
が
停
止
に

な
り
ま
す
。
所
得
制
限
額
は
、
扶
養

人
数
な
ど
に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
。

手
当
の
申
請

　

児
童
扶
養
手
当
は
申
請
制
で
す
。

本
人
の
申
請
が
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

認
定
請
求
書
に
は
受
給
資
格
者
お

よ
び
該
当
す
る
子
の
戸
籍
謄
本
な
ど

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

手
当
を
受
け
る
人
の
支
給
要
件
に

よ
っ
て
添
付
す
る
書
類
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段

に
よ
り
手
当
を
受
け
た
場
合
は
、
３

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
し
た

人
の
、
支
給
時
期
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に

該
当
し
て
い
る
人

「
８
月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
８
月
１
日
以
降
、
11
月
30
日
ま

で
に
支
給
要
件
に
該
当
し
た
人

「
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
の
翌

月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
「
申
請

の
翌
月
分
」か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
支
給
時
期

児
童
扶
養
手
当
が

　
　
　
支
給
さ
れ
な
い
場
合

※
児
童
の
母
か
ら
の
養
育
費
は
、
そ
の
金
額
の

80
％
が
所
得
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

※
受
給
資
格
者
が
父
の
場
合
は
、
寡
夫
控
除
の

控
除
前
の
所
得
で
算
定
し
ま
す
。

手
当
の
支
給
日

　

８
月
か
ら
11
月
分
は
、
12
月
10
日

（
金
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ

　

市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
６
３
）

　

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
２
５
）

【
一
部
支
給
の
場
合
】　

　

一
部
支
給
の
手
当
額
は
、
月
額

４
万
１
７
１
０
円
か
ら
９
８
５
０
円

ま
で
細
か
く
設
定
さ
れ
ま
す
。

父
子
家
庭
に
も
支
給
さ
れ
ま
す       
８
月
１
日
�

児
童
扶
養
手
当

　

今
回
は
、
拡
大
さ
れ
た
父
子

家
庭
に
対
す
る
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
要
件
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

　

な
お
、
母
子
家
庭
に
つ
い
て

は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　５　 広報いしおか　№１１６



　

お
盆
の
供
物
は
、８
月
16
日
（
月
）

午
前
８
時
ま
で
に
最
寄
り
の
指
定
場

所
（
左
図
参
照
）
に
送
る
よ
う
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
酒
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
中
身
が

入
っ
た
缶
・
ビ
ン
類
、
ち
ょ
う
ち
ん

や
祭
壇
類
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

石
岡
地
区

＊
お
線
香
は
火
災
の
原
因
に
な
り
ま

す
の
で
立
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

お
盆
の
供
物
は
、
指
定
収
集
日
に

分
別
し
て
一
般
集
積
所
へ
出
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
対
策
課 

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
４
）

８月中旬に納付書を送付
年金天引き以外の人には

介護保険料が決定

　

平
成
21
年
分
所
得
の
決
定
を
受
け
、
今
年
度
の
介
護
保
険

料
が
確
定
し
ま
し
た
。
年
金
天
引
き
以
外
の
人
に
は
、
３
期

以
降
の
納
付
書
を
８
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
天
引
き
の
人
に
は
、
介
護
保
険
料
特
別
徴
収

額
決
定
通
知
書
を
９
月
末
に
市
か
ら
送
付
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

額
の
１
割
を
利
用
者
が
負
担
し
ま
す
。
残

り
の
分
の
２
割
相
当
分
を
65
歳
以
上
の

人
の
介
護
保
険
料
で
支
え
て
い
ま
す
。

　

年
間
保
険
料
は
、
市
民
税
の
世
帯
課

税
状
況
や
前
年
の
所
得
額
に
応
じ
て
９

段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。（
表
参
照
）

　

10
月
か
ら
年
金
天
引
き
の
人
は
、

第
３
期
分
だ
け
、
天
引
き
以
外
の
人

は
第
３
〜
６
期
を
納
期
限
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

所
得
段
階

対

　
　
　
　象

　
　
　
　者

保
険
料
率

年
間
保
険
料

第
１
段
階
生
活
保
護
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
の
市
民
税
非
課
税
世
帯

0.5

２
万
４
３
０
０
円

第
２
段
階
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

　

合
計
所
得
金
額
と
年
金
収
入
が
80
万
円
以
下
の
人

0.5

２
万
４
３
０
０
円

第
３
段
階
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
第
２
段
階
以
外
の
人

0.75

３
万
６
４
５
０
円

第
４
段
階
本
人
が
市
民
税
非
課
税
で
、

　

合
計
所
得
金
額
と
年
金
収
入
が
80
万
円
以
下
の
人

0.9

４
万
３
７
４
０
円

第
５
段
階
本
人
が
市
民
税
非
課
税
で
、
第
４
段
階
以
外
の
人

1.0

４
万
８
６
０
０
円

第
６
段
階
本
人
が
市
民
税
課
税
で
、
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
未
満
の
人

1.15

５
万
５
８
９
０
円

第
７
段
階
本
人
が
市
民
税
課
税
で
、

　

合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
上
２
０
０
万
円
未
満
の
人

1.25

６
万　

７
５
０
円

第
８
段
階
本
人
が
市
民
税
課
税
で
、

　

合
計
所
得
金
額
が
２
０
０
万
円
以
上
５
０
０
万
円
未
満
の
人

1.5

７
万
２
９
０
０
円

第
９
段
階
本
人
が
市
民
税
課
税
で
、
合
計
所
得
金
額
が
５
０
０
万
円
以
上
の
人

1.8

８
万
７
４
８
０
円

◆ 所得段階別の保険料（９段階）◆

◆問い合わせ
介護保険室
☎ 23-1111
（内線 165）

※
合
計
所
得
金
額
と
年
金
収
入
は
、
前
年
中
の
も
の
で
す
。

※
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
る
人
、
転
入
し
て
き
た
人
は
、
資
格
取
得
日
の
前
日
の
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
を
年
間

　

保
険
料
と
し
ま
す
。

65 歳以上の 

■東地区公民館

　駐車場

東地区
公民館

至市内 至小川
国道355号

市営住宅
公民館
駐車場

カスミFOOD OFF
ストッカー石岡東店

■宮部地区ふれあ

　い農園駐車場

至市内至志筑

ふれあい農園

至
工
業
団
地

文

府中地区
公民館

二高

病院
星の宮

通り

若松郵便局

至
笠
間

至
市
内

■府中地区公民館

　駐車場

船溜り
高
浜
公
民
館

恋瀬川堤防

■高浜船溜り前

不動尊

泉町通り

■府中三丁目３番

市営駅東
駐車場

文

一
高

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

山
王
川

■市営駅東駐車場脇

染
谷
通
り

宝
持
院

■染谷宝持院入口

セイブ
若松店

駐車場

至
柿
岡

至
市
内

■セイブ若松店

　駐車場

納期限

第
３
期

22
年

８
月
31
日

第
４
期

11
月
１
日

第
５
期

12
月
27
日

第
６
期

23
年

２
月
28
日

広報いしおか　№１１６　６



●
入
団
資
格

・
年
齢
18
歳
以
上
で
市
内
に
居
住
し

て
い
る
人
。

・
団
員
と
し
て
の
訓
練
や
消
防
団
活

動
行
事
に
参
加
で
き
る
人
。

（
女
性
団
員
の
募
集
人
員
は
６
名
程

度
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
）

●
身
分
・
待
遇

①
身
分
は
非
常
勤
の
特
別
地
方
公
務

員
で
す
。

②
報
酬･

出
動
手
当
を
支
給
し
ま

す
。

③
公
務
災
害
補
償
、退
職
報
償
金（
５

年
以
上
の
活
動
）
な
ど
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

④
消
防
団
活
動
に
必
要
な
被
服
を
貸

与
し
ま
す
。

⑤
職
務
で
功
労
・
功
績
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
表
彰
制
度
が
あ
り
ま
す
。

消
防
団
に
参
加
し
よ
う
！

●
活
動
範
囲

・
男
性
団
員　

所
属
す
る
分
団
の
担

当
区
域

・
女
性
団
員　

原
則
市
内
全
域

●
申
込
方
法

・
男
性
団
員

　

担
当
区
域
の
分
団
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
女
性
団
員　

　

最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
消
防
本
部

へ
持
参
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

消
防
本
部 

総
務
課 

地
域
消
防
係

　
（
石
岡
一
丁
目
２
番
地
18
）

☎
２
３
・
０
１
１
９
（
内
線
２
１
６
）

　

http://w
w
w.city.ishioka.lg.jp/

　「自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛

護
精
神
を
も
つ
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

HP

ふれあいの里石岡 ひまわりの館 体験教室
● 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
込
期
間　

 

８
月
10
日
（
火
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

申
込
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら　

　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
ま
で

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

＊
受
講
決
定
者
に
は
、
後
日
詳
細
を

通
知
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館                                                      

☎
３
５
・
１
１
２
６

　

は
じ
め
て
の
人
で
も
大
丈
夫
！

簡
単
な
小
物
か
ら
額
作
り
ま
で
を
、

み
ん
な
で
楽
し
く
作
り
ま
し
ょ
う
。

講
師　

根
津 

芳
子
先
生

日
時　

９
月
17
・
24
日

　
　
　

10
月
15
・
29
日

　
　
　

11
月
12
・
26
日

　
　
　

12
月
10
・
17
日　

　
　
　

全
８
回　

金
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

20
名

教
材
費　

６
６
０
０
円
（
８
回
分
、

押
し
花
代
含
む
）

押
花
ア
ー
ト
教
室

　

ま
だ
ま
だ
人
気
の
ル
ー
ム
ぞ
う

り
。
い
ら
な
く
な
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
３

枚
で
色
と
り
ど
り
の
ぞ
う
り
が
出
来

ち
ゃ
う
優
れ
も
の
で
、
と
っ
て
も
エ

コ
ロ
ジ
ー
で
す
。

講
師　

塚
田 
ヒ
ロ
子
先
生

日
時　

９
月
26
日
・
10
月
３
日　

　
　
　

全
２
回　

日
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

20
名

教
材
費　

無
料

ル
ー
ム
ぞ
う
り
作
り
教
室

　

話
題
の
ル
ー
ム
ぞ
う
り
の
原
点
、

わ
ら
ぞ
う
り
を
作
っ
て
み
よ
う
！

と
っ
て
も
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
履
き
心
地

で
す
。

講
師　

塚
田 

ヒ
ロ
子
先
生

日
時　

９
月
３
・
10
日　

　
　
　

全
２
回　

金
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

15
名

教
材
費　

無
料

わ
ら
ぞ
う
り
作
り
教
室

受講生募集

男
・
女 

消
防
団
員
を

　
　
　
　
　募
集
中

　７　 広報いしおか　№１１６



まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

市
で
４
人
の
女
性
消
防

団
員
が
誕
生

▲普通救命講習会で指導する女性団員

林
星
流
隊
・
園
部
ブ
ラ
ッ
ク

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
が
県
大
会
へ

　

６
月
13
日
、
市
消
防
本
部
で
普
通

救
命
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
女
性
消

防
団
員
が
消
防
署
の
救
急
救
命
士
と

と
も
に
講
習
会
の
講
師
を
務
め
ま
し

た
。

　

消
防
団
員
は
、「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
」
と
い
う

精
神
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
の
生
命

や
財
産
を
守
る
た
め
に
活
躍
し
て
お

り
、
地
域
防
災
の
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
、
市
の
消
防
団
に

４
人
の
女
性
団
員
が
仲
間
入
り
し
ま

し
た
。
彼
女
た
ち
は
、
入
団
後
す
ぐ

　

６
月
20
日
、
運
動
公
園
体
育
館
で

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
主
催
に
よ
る

第
５
回
石
岡
市
子
ど
も
会
球
技
大
会

（
男
女
混
合
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
の
小
学
校
か
ら
１

～
３
年
生
の
部
に
８
チ
ー
ム
、
４
～

６
年
生
の
部
に
27
チ
ー
ム
、
合
計
35

チ
ー
ム
５
５
１
人
の
選
手
が
参
加
し

て
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
今
大
会
か
ら
実
施
し
た

大
人
の
た
め
の
お
話
し

会
に
70
人
が
来
場

▲４～６年生の部優勝の林星流隊

　

５
月
29
日
に
、
石
岡
中
央
図
書
館

朗
読
同
好
会
が
第
３
回
大
人
の
た
め

の
お
は
な
し
会
を
中
央
図
書
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
は
も
と
よ
り
県
内

外
か
ら
70
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
12
人
の
同
好
会
会
員
が

石
岡
の
昔
話
「
三
股
沖
の
鐘
」
や
、「
か

に
応
急
手
当
指
導
員

に
な
る
た
め
に
講
習

を
受
け
、
指
導
員
の

資
格
を
取
得
し
ま
し

た
。
６
月
か
ら
は
、

救
急
救
命
士
と
と
も

に
、
普
通
救
命
講
習

会
の
指
導
員
と
し
て

活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

今
後
、
女
性
団
員

は
各
種
式
典
に
参
加

し
た
り
、
火
災
予
防

や
防
火
広
報
、
大
規

模
災
害
時
の
後
方
支

援
な
ど
の
活
動
に
あ

た
り
ま
す
。

１
～
３
年
生
の
部
で
は
、「
北
＆

東
成
井
」
が
優
勝
、準
優
勝
は
「
東

ゴ
ー
ル
ド
Jr.
」
で
し
た
。
ま
た
、

４
～
６
年
生
の
部
は
、
優
勝

が
「
林
星
流
隊
」、
準
優
勝

が
「
園
部
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ァ
イ

ヤ
ー
ズ
」、
３
位
が
「
南
パ

イ
レ
ー
ツ
」「
瓦
会
デ
ビ
ル

ガ
ン
マ
ン
ズ
」
で
し
た
。

　

な
お
、
４
～
６
年
生
の
部

の
優
勝
と
準
優
勝
の
チ
ー
ム

は
、
９
月
26
日
に
笠
間
市
で

開
催
さ
れ
る
第
７
回
茨
城
県

子
ど
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大

会
に
、
石
岡
市
代
表
と
し
て

参
加
し
ま
す
。

　

両
チ
ー
ム
の
県
大
会
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。　

子
ど
も
会
球
技
大
会

あ
さ
ん
の
歌
」「
和
尚
さ
ん
と
小
僧
さ

ん
」な
ど
の
童
話
や
民
話
、紙
芝
居「
く

ず
の
は
ぎ
つ
ね
」、
エ
ッ
セ
イ
「
雑
巾

と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」、
日
本
一
心
の
こ

も
っ
た
手
紙
「
伍
長
に
な
っ
た
Ｋ
さ

ん
」
な
ど
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
講
師
の
元
茨
城
放
送
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー 

な
い
と
う
き
み
こ
さ

ん
が
東
京
の
伝
説「
梅
若
塚
」を
切
々

と
朗
読
し
ま
し
た
。
な
い
と
う
さ
ん

の
熱
い
語
り
口
に
、
会
場
内
の
人
た

ち
は
知
ら
ず
知
ら
ず
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
素
晴
ら
し
い

語
り
口
に
酔
い
し
れ
、
心
が
安
ら
い

だ
２
時
間
で
し
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　

▲ないとうさんの朗読に聴き入る来場者

広報いしおか　№１１６　８



東
光
台
交
番
連
絡
協
議
会

清
掃
活
動
を
実
施

 　
６
月
28
日
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
地
球
温
暖
化 

県

民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
、
環
境
保
全
功
労
者

等
表
彰
が
行
わ
れ
、
鈴
木
か
つ
さ
ん

が
、
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
市
の
家
庭
排
水
浄

化
推
進
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
食
用
廃
油
を
利
用
し
た
せ
っ
け

ん
を
作
り
、
そ
の
使
用
運
動
を
開

始
。
29
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
市
内

の
恋
瀬
川
や
山
王
川
、
霞
ヶ
浦
の
水

質
浄
化
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
、
受
賞
し
ま
し
た
。

▲清掃活動に汗をながす協議会メンバー

▲展示された盆栽を鑑賞する来場者

鈴
木
か
つ
さ
ん

　環
境
保

全
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　

６
月
８
日
、
東
光
台
交
番
連
絡
協

議
会
（
鈴
木
彪あ

や
お夫
会
長
）
の
会
員
15

人
が
、清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
交
番
と
そ
の
周
辺
地
域

を
３
時
間
ほ
ど
清
掃
し
、
回
収
し
た

草
や
ご
み
な
ど
は
２
ト
ン
車
４
台
分

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

東
光
台
交
番
連
絡
協
議
会
は
、
交

番
管
内
地
域
の
安
全
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
平
成
21
年
５
月
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
は
現
在
18

人
で
す
。
協
議
会
で
は
、
防
犯
や
交

通
安
全
な
ど
に
関
す
る
研
修
会
を
実

施
し
た
り
、
防
犯
活
動
を
行
っ
た
り

し
て
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
明

る
く
住
み
よ
い
地
域
と
す
る
た
め
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

▲県知事から表彰される鈴木さん（左から２人目）

丹
精
込
め
ら
れ
た
さ
つ

き
45
点
が
展
示

　

６
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
の
５
日

間
、
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
展
示
場
で

八
郷
盆
栽
会
主
催
に
よ
る
第
35
回
さ

つ
き
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
に
、
市
内
の
さ
つ
き

盆
栽
愛
好
者
に
よ
る
力
作
45
点
が
、

出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
た
く
さ
ん
の
人
が
会
場

を
訪
れ
、
赤
や
白
、
ピ
ン
ク
な
ど
美

し
い
花
を
咲
か
せ
た
さ
つ
き
を
熱
心

に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　９　 広報いしおか　№１１６

　平
成
22
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
石
岡
市
か
ら

次
の
方
々
が
永
年
の
功
績
に
よ
り
栄
誉
に
輝
き
ま

し
た
。

旭日小綬章
寺内　毅

（元石岡市議）

瑞宝単光章
小貫　英

（元国鉄職員）

✿ 
春
の
叙
勲        

✿
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

● 
旭
日
章

　
　（き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う
）

　

国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し

功
労
の
あ
っ
た
方
で
、
功
績

の
内
容
に
着
目
し
、
顕
著
な

功
績
を
挙
げ
た
方
に
授
与
さ

れ
ま
す
。

● 

瑞
宝
章

　
　（ず
い
ほ
う
し
ょ
う
）

　

国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し

功
労
の
あ
っ
た
方
で
、
公
務

等
に
長
年
に
わ
た
り
従
事

し
、
成
績
を
挙
げ
た
方
に
授

与
さ
れ
ま
す
。

《
叙 

勲
》


